
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

  

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１８０号 発行／特別養護老人ホーム晃の園（偶数月発行） 

平成２５年１２月発行 

日ごとに寒さが強くなります。いよいよカレンダーも最後の一枚となり、本格的な冬がやって来

ました。廊下などの陽だまりに足を踏み込んだ時に、温もりを感じて嬉しく思う季節の到来です。 

 

そんな冬の到来を待っていたかのように、園内のあちこちで焼き芋企画が行われ、人気を呼んで

います。炭火の温かさや美味しい匂いに誘われて自然に人が集まり…そして気がつけば会話も楽し

く弾んでいます。何気ない日々の暮らしの中に、時にこんな焼き芋企画のような季節の彩りを添え

るだけで、私たちの生活はぐっと輝きを増してくれるようです。 

 

 いよいよ１２月、師匠も走る忙しさです。でも今日という日も元旦も、同じ一日であることに変

わりはありません。今日一日を噛みしめて味わいながら、それを毎日重ねることでゆっくりと正月

を迎える準備をするとしましょう。 
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十月のとある日、山口県から猿まわしの一座 

「猿舞座（さるまいざ）」が来園しました。 

 

猿まわしは「魔がサル」とか「高いところで悪い物を払う」と

いったいわゆる「縁起物」としての芸能なのですね。特にこの一

座で印象的だったことは、痛みや恐れから芸を仕込むのではなく、

おサルさんにストレスがないようにすること。生き物として大切

にしていることをお話していたことです。できなければ待つ。そ

れでもできなければ拝む。おサルさん 

お猿さんの妙技にほっこり・・・ 

と扱う人との関係がなんだか上下逆転して

いるというか、そこがなんとも滑稽でほっこ

りしたところでもありました。 

 

 まだ冬の気配も薄く、陽射しも心地よい秋

晴れの日に、遠くからやってきた猿舞座の皆

さんが、ここ富沢の地にほっこりした記憶の

一ページを残してくれたというお話でした。 

この秋に園内のあちこちで見られた焼き

芋イベントの写真を集めました。熱いので

閲覧の際は火傷にご注意！ 



 

  

普段の生活の中で 

特別なイベントでない普段の生活の風景です。こういった普段の生活の中での入居者様の笑顔や落ち着

かれた表情こそがとても大事なものに思えます。 

地元の祭りを楽しみにしていた

のにお天気は雨の予報。今日の午

後から雲行きが怪しくなり、窓の

外を眺めて心配していました。照

る照る坊主知ってる？なんて話

から始まった工作の時間。苦心し

ながらも楽しんでしまいました。 

先週、お孫様ご家族が面会に来て

下さりました。久しぶりにお会い

した曾孫様をご覧になり「こんな

に大きくなったの？いい男にな

ったね」と声をかけられていまし

た。記念に、ご家族の写真を撮ら

せていただきました。 

いつもはご自分の足を擦ってら

っしゃる入居者様が他の方の手

を摩ってくださっていました。

互いに言葉はなく、無言のやり

とりでしたが、とても温かいも

のを感じさせてくださったお二

人の姿でした。 

秋の気配も濃くなってきた頃のある週末に、清響の三

階である上映会が開催されました。こちらの上映会、あ

る入居者様の半生を写真や映像で編集されたもので、ご

家族自身が作成し、企画してくださったものなのです。 

 

入居者様自身は体調を崩されており、寂しくはありま

すが終末期を迎えられていました。そんな折、ご家族と

の話の中でこの上映会が提案され、急きょ開催の運びと

なりました。 

ご本人と 9 人のご家族、招待していただ

いた 3 名のスタッフが観客です。若々しい

ご本人のお写真と、娘さんによるナレーシ

ョンで終始和やかな雰囲気で上映会は進

行します。ご本人はうとうとされてはいま

したが、時折目を開け、スクリーンに目を

運んでくださっていました。 

ご家族手作りの思い出上映会 

私たちスタッフも、入居者様の若かりし頃の姿やご家族との写真を見せていただき、心が温かくなりました。

ご家族とのこれまでの人生で、ご本人は本当に愛されて過ごされてきたのだと感じることができた上映会でした。

貴重な機会に参加させていただき、本当にありがとうございました。 

（入居者様は、この数日後に家族の方々に見守られご逝去されました。ご冥福をお祈りいたします） 



 

 晃の園では現在、太陽光発電パネルの設置工事を行ってい

ます。年末にかけて楪棟の広くてちょうど良い勾配の屋根の

上に、ずらっとパネルが並ぶ予定です。 

 ここに掲載した写真や記事は、晃の園ホームページの掲示板｢旬のネタ｣から抜粋したものです。掲示板「旬の

ネタ」には現場からのニュースが随時掲載されています。ここに掲載しきれなかったニュースや話題もたくさん

ありますので、ぜひご覧ください。またホームページでは、過去の園だよりも御覧いただくことができます。表

示の拡大にも対応しておりますので、是非ご利用ください。 
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インターネット ホームページ 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.surugakai.net/hikari/ 

E メール hikarinosono@surugakai.net 

 

お問い合わせは 

☎  054-270-1210 

FAX 054-270-1253 

太陽光発電パネルを設置しています 

 現在楪棟と新樹棟の間に 

ある中庭には足場が立ち並 

び、作業される方たちが行 

き来している状態です。工事期間中は音や日当たりの影響等で皆さまにご

迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 晃の園ショートステイでは、利用者様にご利用中活き活きと楽しくお過ごしいただけるような工夫

を心がけています。会話や懐かしい遊び、そして手慣れた手作業などを利用者様一人一人の個性とも

併せる。そんな画一的でない様々な小さなイベントをあちこちに発生させたい…。そこに職員も加わ

る時もあれば時には見守ったりもしながら、日々の生活のお手伝いをさせていただく。そしてその想

いを日々重ねることで、利用者様に『また来るね』と言っていただけるようなサービスを目指します。 


